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審 議 結 果 

 

  評価結果及び事業をめぐる社会経済状況等を勘案し、事後評価の内容については、透

明性、客観性及び公正さが確保されており妥当と判断 

【付帯意見】 

計画の評価に当たっては、地区内の回遊性（歩行環境）の向上という視点に加えて、

緑地が市街地にどのように混ざり合っているかという視点も取り入れるよう検討する

ことが望まれる。また、まちづくり協議会については、開催回数以外の定性的な成果も

取り入れていくことが望まれる。 

 

審議結果を踏まえた今後の取組・対応方針 

 

 計画の評価については、計画内の要素事業の効果を適切に示すことができる目標設定が必

要となりますが、次期計画においても各要素事業の効果を分析するとともに、委員会からの

ご意見を踏まえ、さまざまな観点から計画の評価を行うよう検討してまいります。 

また、指標として設定した「まちづくり協議会等の活動回数」については、地域住民と市

が話し合いの機会を設けることが事業の推進にも繋がると考え設定したものですが、次期計

画における指標の設定については、定性的な成果という観点も踏まえ検討してまいります。

 

 
 

 


